
こ
れ
が
、

異
次
元
の
対
策
か

岸
田
政
権
は
「
次
元
の

異
な
る
少
子
化
対
策
」
と
威

勢
は
良
い
も
の
の
果
た
し
て

ど
う
い
う
内
容
な
の
か
。
そ

の
少
子
化
対
策
の
基
本
方
針

と
な
る
「
子
ど
も
未
来
戦
略

方
針
」
が
6
月
13
日
に
発
表

さ
れ
ま
し
た
（
紙
面

右
下

参
照
）
。

「
常
勤
職
員
配
置
の
改
善

を
図
る
」
（
一
番
下
の
行
）

こ
と
は
前
進
で
す
が
、
基
準

の
改
善
、
向
上
に
つ
い
て
は

一
切
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
次
元
の
異
な
る
～
」
は
、

低
次
元
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

安
定
し
て働

く
方
向
に

政
府
の
少
子
化
対
策
方
針

が
明
ら
か
に
な
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
全
国
学
童
保
育
部

会
は
、
6
月
15
日
に
新
し
く

発
足
し
た
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」

と
初
の
交
渉
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

要
請
の
中
心
課
題
は
、
学

童
保
育
を
7
条
に
位
置
付
け

る
こ
と
を
念
頭
に
、
今
あ
る

基
準
や
実

態
を
底
上

げ
し
て
い

く
内
容
で

す
が
、
は

じ
め
に
戦

略
方
針
に

あ
る
「
常

勤
職
員
配

置
の
改
善
」

の
内
容
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
「
メ

ニ
ュ
ー
の
加
算
で
は
常
勤
化

は
進
ま
な
い
。
安
定
し
て
働

き
続
け
て
い
く
方
向
に
し
て

い
く
た
め
に
、
補
助
基
本
額

で
進
め
て
い
き
た
い
。
積
算

の
根
拠
は
今
後
の
検
討
だ
」

と
回
答
。

こ
ど
も
家
庭
庁
は
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
補
助
基
本
額
と

処
遇
改
善
事
業
の
2
段
階
で

は
進
ま
な
い
、
と
い
う
認
識

に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

質
を
伴
な
っ
て
、

量
の
拡
大
を

ま
た
、
量
の
拡
充
に
つ
い

て
こ
ど
も
家
庭
庁
は
「
自
治

体
の
方
で
施
設
・
整
備
が
伸

び
な
い
。
今
年
度
末
の
１
５

２
万
人
の
達
成
は
難
し
い
」

と
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

自
治
体
の
中
に
は
「
久
留

米
市
で
は
指
導
員
が
足
り
な

い
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

を
頼
る
状
態
。
そ
し
て
４
ク

ラ
ス
あ
っ
た
も
の
を
3
ク
ラ

ス
に
減
ら
し
た
。
入
れ
る
子

ど
も
は
ま
す
ま
す
減
り
、
待

機
児
童
問
題
は
、
本
当
に
深

刻
な
状
況
だ
」
と
実
態
を
発

言
。

「
基
準
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
量
の
拡
大
を
図
ら
な
い
と

い
け
な
い
。
入
れ
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
内
容
で
は
、
子

ど
も
の
権
利
侵
害
が
生
ま
れ

る
」
と
、
質
と
量
の
拡
充
は

両
輪
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。

（
事
務
局
長

田
村
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労全国学童保育部会

ニュース学童保育

2023.６.１６．

ＮＯ.１０２（臨時）

全日本建設交運一般労働組合

全国学童保育部会 発行

編集：事務局

子ども未来戦略方針
（学童保育関係分、抜粋）

新・放課後子ども総合プランの着実な実施

～「小１の壁」打破に向けた量・質の拡充～

○ 保育の待機児童が減少する一方で、放課後児童クラブの

待機児童は依然として1.5万人程度存在し、安全対策に

ついての強化が求められるなど、学齢期の児童が安全・

安心に過ごせる場所の拡充は急務である。

○ このため、全てのこどもが放課後を安全・安心に過ごし、

多様な体験・活動を行うことができるよう、新・放課後

子ども総合プラン（2019 年度～2023年度）による受

け皿の拡大（約 122万人から約152 万人への拡大）を

着実に進めるとともに、放課後児童クラブの安定的な運

営を図る観点から常勤職員配置の改善などを図る

要請書を手渡す立嶋部会長。受け

とるこども家庭庁は、厚労省時代か

ら学童保育の専門官を務める阿南さ

ん（成育環境課課長補佐 右）。


